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（１） 兵庫県の概要

○個性豊かな五国

大都市から多自然地域まで、多様な地域

に多彩な地域特性が凝縮され、「日本の

縮図」と言われる

○兵庫県の強み

ものづくり産業の集積、世界有数の科学

技術基盤、気候風土に恵まれた多彩な食

材と食文化、国際性豊かな地域社会、新

たな未来を開拓する進取の県民性など

○阪神・淡路大震災を経験

その経験と教訓は、防災・減災対策だけ

でなく、医療・介護、子育て・教育、防

犯など県民生活全体の安全安心に活かさ

れている

兵庫・五国 －神戸・阪神、播磨、但馬、丹波、淡路－
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（１） 兵庫県の概要

人口・面積等

○人口 553.4万人（全国７位）
○面積 8,400km2（全国12位）
○ＧＤＰ 21兆6,295億円（全国７位）
○県内市町数 29市12町

産業

○全国シェア１位の製造品
線香類（シェア41.2％）
手延べそうめん（シェア39.1％）
清酒（シェア26.6％）

○全国シェア１位の農林水産物
酒米（シェア29.1％）
ズワイガニ（シェア27.6％）

観光

○観光入込客数 1.4億人
○主要観光地
宝塚大劇場 115万人
姫路城 287万人
城崎温泉 91万人
丹波の森公苑 26万人
淡路ハイウェイオアシス 169万人

3
出展：＜人口＞総務省統計局 「国勢調査」 （平成27年）、＜面積＞国土地理院 「全国都道府県市区町村別面積調」 （平成28年） 、

＜GDP＞兵庫県統計課 「兵庫県民経済計算」（平成26年度） 、＜観光入込客数＞兵庫県観光政策課 「兵庫県観光客動態調査報告書」 （平成27年度）

【 竹田城跡 】

【 姫路城 】

【 篠山城跡大書院
･上段の間 】

【 鳴門の渦潮 】

【 メリケンパーク 】



（１） 兵庫県の概要（地形・DID地区）

 可住地面積の割合は33.1％（全国24位：2,800km2）であり、主に瀬戸内海沿岸
部側に広がっている。

 瀬戸内海沿岸部の平地部を中心に人口の集積が進んでいる。
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4
出典：国土交通省国土政策局 「国土数値情報
（平成22年人口集中地区データ）」（2010年）をもとに兵庫県が編集・加工

出典：国土交通省国土政策局 「国土数値情報
（標高・傾斜度５次メッシュデータ）」（2009年）をもとに兵庫県が編集・加工

※可住地面積は、総面積から林野面積と主要湖沼面積を差し引いた面積



（２） 人口・高齢化率

 県の人口は、平成21年の560万人をピークに減少し、平成27年で約553万人。
2040年(平成52年)には、さらに約86万人減少の見込み。

 県の高齢化率(65歳以上の人口割合)は、年々増加し、平成27年で27％。2040
年(平成52年)には３人に１人が高齢者になる見込み。
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＜兵庫県の人口推移＞ ＜全国の人口推移＞
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（２） 人口・高齢化率【地域別】
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【 ⑦西播磨 】

 人口は、神戸・阪神等では増加又は横ばい、但馬・淡路等では右肩下がりに減少。

 将来も同様の傾向で、2040年(平成52年)には、但馬、淡路では平成２年の約６
割まで減少の見込み。高齢化率は全地域で右肩上がりに増加する見込み。
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出典：＜～H27＞総務省統計局 「国勢調査」
＜H32～＞国立社会保障･人口問題研究所

「日本の地域別将来推計人口（平成25年３月推計）」
※平成22（2010）年の国勢調査を基に推計。

6



（２） 人口・高齢化率（人口増減率）

 県の人口増減率（対前年からの人口増減数の割合）は、平成22年以降、社会
増減率、自然増減率ともにマイナス

 全国と比較して、社会増減率のマイナスが大きい。

 県の社会減少数は、平成28年で全国ワースト３位。
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出典：総務省統計局「市町別毎月人口推計調査」
※ 前年との人口で比較、各年１月１日人口

出典：総務省統計局「人口推計の結果の概要」
※ 前年との人口で比較、各年10月１日人口
※ 平成22年までの純増減には補間補正数を含むため、純増減は自然増減と

社会増減の計とは一致しない。

＜兵庫県の人口増減率の推移＞ ＜全国の人口増減率の推移＞
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 人口増減率は、全体的にマイナス傾向で、平成28年には、全地域でマイナス。
 特に但馬・淡路等ではマイナスが１％を超え、全国（-0.17%）や全県（-0.28%）の平

均を大きく上回る。
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出典：総務省統計局「市町別毎月人口推計調査」
※ 前年との人口で比較、各年１月１日人口



（３） 総生産
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阪神淡路大震災
H7.1

＜県内総生産（実質ＧＤＰ）の推移＞

 県内総生産は、震災以降一時停滞するが、その後順調に回復し、伸び率（平
成12年度→平成26年度）は11％で国内総生産と同程度。

 国内総生産は、右肩上がりで緩やかに増加。

＜国内総生産（実質ＧＤＰ）の推移＞
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伸び率（対平成２年）

兵庫県伸び率（対平成２年）

【凡 例】

2.51 2.45 2.64 2.70 2.94 

1.00 
1.08 1.10 

1.20 

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

0

2

4

H７ H12 H17 H22 H26

（兆円）

（年度）
（速報値）

＜H26の伸び率が1.1以上の地域＞
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（３） 総生産【地域別】

 神戸、阪神、東播磨は増加しており、特に阪神南が1.28倍と増加割合が大きい。

 西播磨、但馬、淡路では、平成12年度を下回る水準。
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【 ③阪神北 】

【 ⑧但馬 】

【 ⑥中播磨 】

【 ②阪神南 】

【 ⑨丹波 】

＜H26の伸び率が1.0以下の地域＞

＜H26の伸び率が1.0～1.1の地域＞

10
出典：兵庫県統計課 「兵庫県民経済計算」 (平成17暦年固定基準年方式）



（４） 工場立地件数

 県の工場立地件数は、近畿２府４県内で最も多い。

 全国でも過去25年にわたって上位の水準。

11
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＜立地件数＞ ＜国内での立地件数順位＞

兵庫県の立地件数が
最も多い

出典：経済産業省 「工場立地動向調査」

※調査対象：各年1月1日から12月31日までの１年間に、県下で工場の新増設を行う ために 1,000㎡以上の用地を取得（借地を含む）したもの。

43 
12 18

35 23 28

0

40

80

120

160

H2 H7 H12 H17 H22 H27

（件） 【 滋賀 】

49 

11 13
33

11 22

0

40

80

120

160

H2 H7 H12 H17 H22 H27

（件） 【 京都 】

132 

50 44

80

44
73

0

40

80

120

160

H2 H7 H12 H17 H22 H27

（件） 【 兵庫 】

23 12
28

45

12 9

0

40

80

120

160

H2 H7 H12 H17 H22 H27

（件） 【 大阪 】

42 

5 4 6 8 16

0

40

80

120

160

H2 H7 H12 H17 H22 H27

（件） 【 和歌山 】

46 

10 6 11
27 25

0

40

80

120

160

H2 H7 H12 H17 H22 H27

（件） 【 奈良 】

（年）

（年）

（年）

（年）

（年）

（年）



（４） 工場立地件数【地域別】

 工場立地件数は、神戸、北播磨が多く、基幹道路沿い及び瀬戸内海沿岸部に
集中。
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＜H17～H27の工場立地累計件数が125件以上の地域＞
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＜H17～H27の工場立地累計件数が75～125件の地域＞

＜H17～H27の工場立地累計件数が0～75件の地域＞

12

：工業団地

出典：＜立地件数＞経済産業省 「工場立地動向調査（記者発表資料）」
＜工業団地＞ひょうご･神戸投資サポートセンター 「国土数値情報（工業団地）」



（５） 観光入込客数

 県の観光入込客数は増加傾向にあり、平成２年度と比較し平成27年度は、約
1.4倍の約139百万人。

 全国の国内旅行者数は近年増加傾向。
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＜兵庫県観光入込客数の推移＞

出 典：兵庫県観光政策課「兵庫県観光客動態調査報告書」
※平成22年以降の調査は、観光庁「観光入込客統計に関する共通基準」

に基づき実施。県内対象施設数が約2,200施設から約1,100施設に変更。
調査方法：延べ入込客数調査のため、複数の観光地等を訪れた場合は重複して

カウントされる。

＜全国の国内旅行者数の推移＞

出 典：国土交通省 観光庁「旅行･観光消費動向調査」
※旅行目的“観光･レクリエーション”の国内旅行延べ旅行者数の47都道府県

の合計。
調査方法：対象期間内で旅行に行った回数・時期を調査。

阪神淡路大震災
で一時減少
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（５） 観光入込客数【外国人旅行者数】

 全国の外国人旅行者数は、平成２年と比較し、平成27年は６倍に増加。

 外国人の滞在は、県では、阪神南、神戸の臨海部、姫路中心部、城崎で多い。

14

＜全国の外国人旅行者数の推移＞

出典：日本政府観光局「年別訪日外客数、
出国日本人数の推移」

324 335 
476 

673 

861 

1,974 

1.00 1.03 
1.47 

2.08 
2.66 

6.10 

-1

0

1

2

3

4

5

6

7

0

500

1,000

1,500

2,000

H2 H7 H12 H17 H22 H27

訪日外客数 伸び率（対平成２年）
（万人）

（年）

＜兵庫県の外国人滞在者メッシュ＞

平成２年の約
６倍に増加

但馬

播磨

神戸・阪神
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出典：RESAS地域経済分析システム 「外国人メッシュ」（平成27年８月～平成28年７月）
※訪日外国人のうち、１時間以上その１kmメッシュの範囲に滞在した人数
※訪日外国人における約400万台の携帯電話の運用データを基に拡大推計を行ったもの



（５） 観光入込客数【外国人旅行者数】

 県への外国人旅行者数は、平成27年に128万人。

 都道府県別では、全国９位。近畿では大阪府、京都府に次いで３位。

15

＜県内への外国人旅行者数・訪問率（県）＞ ＜外国人旅行者数・都道府県別(H27)＞

＜主要国からの旅行者数（H27）＞

出典：JNTO 「訪日外客訪問地調査」（平成27年）、
観光庁 「訪日外客消費動向調査」（平成27年）

※「訪問率」とは、インタビュー回答者のうち何％が当該地域を訪れたと回答したかを
示す率であり、以下の計算式で求められる。

兵庫県への訪問率 ＝ 兵庫県を訪れたと回答した数 ÷ 全回答者数



（５） 観光入込客数【地域別】

 平成２年度と比較して平成27年度は、北播磨の2.11倍を始め、神戸、中播磨、
西播磨、丹波、淡路が大きく増加

 一方、東播磨は0.79倍と減少、阪神南、阪神北、但馬は横ばい。
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出典：兵庫県観光政策課 「兵庫県観光客動態調査報告書」

阪神淡路大震災
で一時減少(H7)
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により増加(H27)
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【 ⑩淡路 】

＜H27の伸び率が1.3以上の地域＞

＜ H27の伸び率が1.0～1.3の地域＞

＜ H27の伸び率が1.0以下の地域＞
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※平成22年以降の調査は、観光庁「観光入込客統計に関する共通基準」に基づき実施。県内対象施設数が約2,200施設から約1,100施設に変更。
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【凡 例】



（６） 災害（兵庫県域で注意すべき地震①）

 兵庫県地域防災計画では、発生確率や社会への影響度等を考慮し、注意すべ
き地震として山崎断層帯地震、上町断層帯地震、中央構造線断層帯地震、養
父断層帯地震の４つを想定している。

17

＜兵庫県の主要活断層帯＞

出典：地震調査研究推進本部 「兵庫県の地震活動の特徴」
兵庫県 「地域の防災道路強靭化プラン」（兵庫県の地震被害想定（内陸型活断層））



（６） 災害（兵庫県域で注意すべき地震② ）

18

＜南海トラフ、首都直下地震、兵庫県周辺の主要４活断層帯で起こる地震の発生確率＞

出典：地震調査研究推進本部HP、兵庫県｢地域防災計画（地震災害対策計画）｣を元に兵庫県ビジョン課作成

マグニチュード
地震発生確率
（３０年以内）

南海トラフ 南海トラフで発生する地震 ８～９クラス ７０％程度

７．５程度 ２％～３％

金剛山地東縁 ６．９程度 ほぼ０％～５％

和泉山脈南縁 ７．６－７．７程度 ０．０７％～１４％

紀淡海峡－鳴門海峡 ７．６－７．７程度 ０．００５％～１％

讃岐山脈南縁－石鎚山脈北縁東部 ８．０程度 ほぼ０％～０．４％

石鎚山脈北縁 ７．３－８．０程度 ほぼ０％～０．４％

石鎚山脈北縁西部－伊予灘
８．０程度

もしくはそれ以上
ほぼ０％～０．４％

那岐山断層帯 ７．３程度 ０．０６％～０．１％

主部（北西部） ７．７程度 ０．０９％～１％

主部（南東部） ７．３程度 ほぼ０％～０．０１％

草谷断層 ６．７程度 ほぼ０％

７．５程度 －

７クラス ７０％程度

中央構造線断層帯

山崎断層帯

養父断層帯地震

（参考）

首都直下地震

上町断層帯

地震

 30年以内に南海トラフ地震が発生する確率は70%程度。

 断層による地震の発生確率は小さい。



 今後30年間に、震度６弱以上の揺れに見舞われる確率が26％以上（約
100年に１回に発生する確率）の区域は、瀬戸内海沿岸部を中心に広
がっている。

（６） 災害（兵庫県域で注意すべき地震③）
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出典：国土交通省 「地震ハザードステーション、

社会資本整備審議会配布資料（報告事項）橋梁の耐震化」

＜今後30年間に震度６弱以上の揺れに見舞われる確率＞
今後30年間に震度6弱以上の揺れに見
舞われる確率が26％、6％であることは、
それぞれごく大まかには、約100年、約
500年に1回程度、震度6弱以上の揺れ
に見舞われることを示す。



（７） 救急医療

 平成22年時点では、３次救急医療機関からの30分圏内人口は65％。
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20

＜３次救急医療機関の時間圏域＞

［カーラーの救命曲線］

出典：海部東部消防組合
「応急手当て～救急車がくるまでに～」

65 ％

25 ％

※平成22年センサス道路網で推計
距離：実測距離 速度：混雑時平均旅行速度の上り下りで低い速度



（８） まとめ

（１）人口・高齢化率

・県内では人口減少・高齢化が進展。その傾向は地方部で顕著であり、人口

減少対策が大きな課題。

（２）総生産

・県内総生産は、国内総生産と同程度に伸びているが、平成12年を下回る地域
もあり、地域創生につながる産業活性化が課題。

（３）工場立地件数

・県の工場立地件数は過去25年にわたって、全国でも上位の水準。

・地域別では、臨海部および基幹道路が発達した地域での立地件数が増加。

（４）観光入込客数

・観光入込客数は、県全体では増加傾向。大きく増加した地域がある一方、

減少・横ばいの地域もあり、地域資源を生かした観光振興の実現が課題。

（５）災害

・南海トラフ地震等、県内での大規模災害発生の懸念。着実な対策の推進が課題。

（６）救急医療

・３次救急医療機関からの30分圏内人口は65％。迅速な救急医療の確保が

課題。

21



２．基幹道路をとりまく状況
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 兵庫県関連自動車交通の内訳を見ると、内々での移動が９割弱となっ
ており、県外との移動では県以東が１割となっている。

 県外では大阪府、京都府間での移動が多い。

（１） 自動車ＯＤ流動（①内々・内外・通過）

2出典：国土交通省 「全国道路・街路交通情勢調査」（平成22年度）より作成 ※３千台／日以上の流動のみ表示

＜兵庫県関連自動車交通の内訳＞ ＜府県間の自動車ＯＤ流動＞

内外（県以西）
7万台/日
(1.2％）

内外（県以東）
64万台/日
(10.8％）

内々
515万台/日
(87.0％）

通過
6万台/日
(1.0％）

兵庫県関連自動車交通
592万台/日



 兵庫県内外では、神戸市や尼崎市等を発着する大阪府への流動が多い。

（１） 自動車ＯＤ流動（②内外流動）

3

＜兵庫県内市町と他府県間の自動車ＯＤ流動＞

※県内市町との流動の内、
３千台／日以上の流動のみ表示

出典：国土交通省 「全国道路・街路交通情勢調査」（平成22年度）より作成



 兵庫県内では、神戸市、明石市、姫路市等を発着する流動が多く、臨海部の
東西間流動や臨海部と内陸部の流動が多い。

（１） 自動車ＯＤ流動（③内々流動１）

4出典：国土交通省 「全国道路・街路交通情勢調査」（平成22年度）より作成

＜兵庫県内市町間の自動車ＯＤ流動＞

4

※県内市町間の流動の内、
３千台／日以上の流動のみ表示



 神戸・阪神と播磨との東西間の流動が多いが、神戸・阪神と丹波、播磨と但
馬の南北間の流動も一定数確認できる。

（１） 自動車ＯＤ流動（④内々流動２）

5出典：国土交通省 「全国道路・街路交通情勢調査」（平成22年度）より作成

＜五国間の自動車ＯＤ流動＞ ＜県民局間の自動車ＯＤ流動＞

※３千台／日以上の流動のみ表示



（２） 自動車保有台数（世帯当り）

6

＜全国の世帯当り保有台数の推移＞

 県の１世帯当たりの保有台数は、平成７年をピークに減少傾向。

 全国の１世帯当りの保有台数は、県より多く、平成12年をピークに減少傾向。
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＜兵庫県の世帯当り保有台数の推移＞
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（２） 自動車保有台数【地域別】

 １世帯当たりの自動車保有台数は、北播磨、西播磨、但馬、丹波、淡路で
２台以上と高い。

 神戸、阪神南では１台未満と低い。

【 ⑧但馬 】【 ⑦西播磨 】

【 ⑥中播磨 】【 ④東播磨 】

【 ⑤北播磨 】

【 ②阪神南 】 【 ③阪神北 】

【 ⑨丹波 】 【 ⑩淡路 】

【 ①神戸 】
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【凡 例】

7

＜１～２台未満の地域＞

出典：＜保有台数＞兵庫県統計課「兵庫県統計書」
＜世帯数＞総務省統計局「国勢調査」



（３） 運転免許保有者数（18歳以上人口の保有割合）

8

 県の18歳以上の人口における運転免許保有割合は、右肩上がりで増加し、平
成27年で約75%と全国の割合約77％よりもやや低い。

 県の伸び率25%（平成２年→平成27年）は、全国の伸び率20％と比較して、や
や高い。

＜全国の運転免許保有割合＞
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＜兵庫県の運転免許保有割合＞
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＜18歳以上人口＞総務省統計局「国勢調査」



（３） 運転免許保有数【地域別】

 18歳以上人口の運転免許保有割合は、全地域で増加傾向。

 北播磨、丹波の保有割合は、平成27年で85%と高い。

【 ⑧但馬 】

【 ⑦西播磨 】【 ⑥中播磨 】

【 ④東播磨 】

【 ⑤北播磨 】

【 ②阪神南 】 【 ③阪神北 】

【 ⑨丹波 】 【 ⑩淡路 】

【 ①神戸 】
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9

18歳以上人口ひとり当たり運転免許保有者割合

伸び率（対平成２年）

兵庫県伸び率（対平成２年）

【凡 例】

出典：＜保有者数＞兵庫県警察本部交通企画課「交通年鑑」
＜18歳以上人口＞総務省統計局「国勢調査」
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＜兵庫県走行台キロ＞

（４） 自動車走行台キロ

※１ 高速道路料金のETC限定割引。地方部については土日祝日上限1000円の休日特別割引。実施期間はH21.3～H23.6

10

（年）

（年）

＜全国走行台キロ＞

 兵庫県の走行台キロ(交通量(台)と距離(キロ)を乗じたもの)の総和は、近年
は横ばいで推移。

※１

出典：＜H2～H21＞国土交通省「自動車輸送統計年報」の数値に国土交通省「自動車燃料消費量統計年報」(平成22)に示された接続係数を乗じた値
＜H25～＞国土交通省 「自動車燃料消費量統計年報」



（５） 整備状況（S40～S60）

・山陽新幹線博多まで開通

・中国道、阪高神戸線、第二

神明、国道２号ＢＰ等の東

西ネットワークが整備

L=221.0 km

・高度成長経済への移行

・太平洋ベルト地帯構想

・名神高速（栗東～西宮）

・第二神明（大蔵谷～名谷）

供用中の道路

凡 例

無料道路

有料道路

L=15.5 km

S60（約30年前）S40（約50年前）

11

10年 10年

基幹道路の整備とと

もにＧＤＰも増加

・人口、諸機能の東京一極集中

・播但連絡道路延伸

・山陽自動車道龍野西I.C以西

・神戸淡路鳴門自動車道

L=314.8 km

S50（約40年前）
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（ｋｍ） （万人）

16 221 315 
462 

643 712 

15 

64 

131 

215 
196 201 

0

50

100

150

200

250

0

200

400

600

800

1,000

S40 S50 S60 H7 H17 H27

整備延長 ＧＤＰ（ｋｍ） （千億円）



・山陽道、本州四国連絡道路

阪神高速北神戸線、

播但連絡道路全線供用

・高齢化社会の進展

L=642.6 km

（５） 整備状況（H７～H29）

H17（約10年前）

12

供用中の道路

凡 例

無料道路

有料道路

10年

H29（現在）
・人口減少に移行

・厳しい財政制約

・北近畿豊岡道、山陰近畿自

動車道等の県北部のネット

ワーク整備が伸展

L=711.6 km

H27（2015）

12

H7（約20年前)
・阪神淡路大震災発生

・山陽道姫路以西、舞鶴若狭

自動車道等の東西、南北

ネットワークの整備が伸展

L=461.8 km

10年
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（５） 整備状況（現状）

13

 高速道六基幹軸（S61.3策定）は、平成29年４月１日時点で86％が供用。

 関西都市圏及び日本海国土軸にミッシングリンクが残る。

：ﾐｯｼﾝｸﾞﾘﾝｸ

205.5
93.8

132.4
178.3

73.9
15.5

221.0

314.8
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692.1
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～S40 S41～S50 S51～S60 S61～H7 H8～H17 H18～現在

供
用

延
長

（
累

計
）

(
km
)

供
用

延
長

(
k
m
)

年度

供用延長

供用延長(累計)

＜高速道六基幹軸の供用延長＞

＜高速道路ランキング＞

出典：国土交通省 「全国道路・街路交通情勢調査」（平成22年度）より作成



（６） 県庁からの移動時間圏域

14

H11 H17 H22

 県庁からの自動車の移動時間圏域は、基幹道路の整備により順次拡大。

 北近畿豊岡自動車道等の整備により、平成22年度には、県内41市町全てが３
時間圏域内となった。

19 18 19

18 19 19

2 2 3
39 39 41

0

10

20

30

40

H11 H17 H22

60分圏 120分圏 180分圏

直近５年で供用した基幹道路

＜県庁からの移動時間圏域＞

出典：国土交通省 「全国道路・街路交通情勢調査」（平成22年度）
※距離：実測距離 速度：混雑時平均旅行で推計



 北近畿豊岡自動車道、山陰近畿自動車道香住道路、東播磨道南工区が暫定２
車線供用。

（７） 車線数

15

＜兵庫県内の車線数内訳＞

2車線
159.1km

22%

4車線
495.1km

69%

6車線
67.1km

9%

＜車線数の割合＞

出典：国土交通省 「全国道路・街路交通情勢調査」（平成27年度）



 兵庫県の高速自動車国道のインター間の平均距離は、12.2kmと近畿管内で最
も長い。

 全国と比べてもインター間平均距離は長い。

（８） インターチェンジ（ＩＣ間距離）

16

＜高速自動車国道のインターチェンジ間の平均距離＞

出展：国交省調査（H27）より

12.22 km

9.88 km

9.35 km

8.80 km

7.14 km

5.55 km

3.80 km

8.61 km

9.41 km

0 2 4 6 8 10 12 14

兵庫県

滋賀県

福井県

京都府

和歌山県

大阪府

奈良県

近畿管内

全国

（ｋｍ）

府県名
整備計画
延長（ｋｍ）

I.C数
インター間の

平均距離（ｋｍ）

兵庫県 330 27 12.22 

滋賀県 168 17 9.88 

福井県 159 17 9.35 

京都府 88 10 8.80 

和歌山県 100 14 7.14 

大阪府 161 29 5.55 

奈良県 19 5 3.80 

近畿管内 1,025 119 8.61 

全国 9,428 1,002 9.41 



 現在、県内のスマートインターチェンジは夢前スマートICの１箇所のみ。

 宝塚北スマートIC及び淡路島中央スマートICの２箇所が事業中。

（８） インターチェンジ（スマートＩＣ）

17

＜兵庫県のスマートＩＣ＞

夢前スマートＩＣ
（平成27年9月供用）

宝塚北スマートＩＣ
（平成29年度供用予定）

淡路島中央スマートＩＣ
（平成29年度供用予定）

新名神高速道路

名神高速道路

阪神高速道路神戸線

阪神高速道路湾岸線



 基幹道路は全て緊急輸送道路に指定されている。

（９） 緊急輸送道路

18

＜緊急輸送道路ネットワーク＞

管理者別 道路延長(km)

高速道路会社 496.8

国 477.8

都道府県 1,400.4

県公社 73.0

政令市 319.8

市町 58.2

その他 46.1

合 計 2,872.1



（10） 空港･港湾へのアクセス状況（１）

19

 神戸から姫路港までのアクセスは約100分。神戸から大阪国際空港へは

約60分、関西国際空港へは約80分の距離となっている。

＜空港・港湾へのアクセス状況（関西３空港・神戸港・姫路港）＞

出典：国土交通省 「全国道路・街路交通情勢調査」（平成22年度）
※距離：実測距離 速度：混雑時平均旅行で推計



（10） 空港･港湾へのアクセス状況（２）

20

 但馬空港から豊岡市街までのアクセスは約15分、朝来市までは約45分となっ
ている。

但馬空港

豊岡市

香美町

朝来市

養父市

香美町-但馬空港（約35分）

＜空港・港湾へのアクセス状況（但馬空港）＞

出典：国土交通省 「全国道路・街路交通情勢調査」（平成22年度）
※距離：実測距離 速度：混雑時平均旅行で推計



（11） 老朽化状況（橋梁・トンネルの点検結果）

21

 県の橋梁のⅢ判定以上の割合は約13％であり全国と同程度。

 トンネルのⅢ判定以上の割合は約54％であり全国と比べて高い。

＜全国の点検結果（H26・27）＞＜兵庫県の橋梁点検結果（H26・27）＞

＜兵庫県のトンネル点検結果（H26・27）＞

30年後には、多数の橋梁が建設から50年以上を
迎える。

50年以上70年以上90年以上

Ⅲ以上 約13%

Ⅲ以上 約54%

Ⅲ以上 約46%

Ⅲ以上 約12%

出典：国土交通省 「平成26年度道路メンテナンス年報」、 「平成27年度道路メンテナンス年報」



 兵庫県内の基幹道路は、平成62年時点で、供用後50年以上の道路が約４分

の３。

 基幹道路の大規模更新・修繕に伴う交通規制や通行止めは、地域に及ぼす

影響が大きい。

（11） 老朽化状況（供用年数）

59%

48%

26%

14%

5%

11%

24%

25%

12%

9%

27%

22%

23%

25%
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6%

27%

49%

74%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ28年度末

Ｈ32年度末

(2020)

Ｈ42年度末

(2030)

Ｈ52年度末

(2040)

Ｈ62年度末

(2050)

供用後30年未満 供用後30〜40年 供用後40〜50年 供用後50年以上

711.6km

763.5km

807.1km

807.1km

807.1km

＜基幹道路＞

22



（11） 老朽化状況（将来費用）

23

 将来の維持管理・更新費は増加傾向。

 維持管理費・更新費の増大により新設費用が抑制。

＜維持管理費・更新費の推計＞

出典：国土交通省 「国土交通白書」（平成2１年度）



（12） 交通量

24

 県南部の東西方向の交通量が多く、国道２号バイパス等、多いところでは

11万台/日を超える。

 南北方向の交通は、１万台/日未満が多い。

117,212台/日

7,821台/日
15,723台/日

23,649台/日

94,387台/日

109,285台/日

16,416台/日

46,578台/日

7,765台/日

出典：国土交通省 「全国道路・街路交通情勢調査」（平成27年度）より作成

＜交通量＞



 山陽道や中国道など東西の基幹道路において大型車混入率が高い。

 基幹道路整備の遅れている但馬地域では、一般道路でもある国道９号で混入
率が高い箇所が存在。

＜大型車混入率＞

（13） 大型車混入率

25

中国自動車道

山陽自動車道

阪神高速道路湾岸線

国道９号

出典：国土交通省 「全国道路・街路交通情勢調査」（平成27年度）より作成



 阪神高速神戸線や中国自動車道、国道２号バイパスの一部では、混雑時旅行
速度が30km/h未満や40km/h未満となっている。

 それ以外の路線では、概ね60km/hが保たれている。

＜基幹道路の混雑時旅行速度＞

（14） 渋滞状況（①混雑時旅行速度）

26
出典：国土交通省 「全国道路・街路交通情勢調査」（平成27年度）より作成



 都市高速道路の渋滞ワーストランキングの１位、２位は、阪神高速神戸線西
宮JCT～第二神明接続部の上下線。

 兵庫県に係る都市高速道路、高速道路の渋滞ワーストランキング30位までの
区間の渋滞損失時間は、約５千人の労働力に相当。

＜兵庫県内の渋滞ワースト30位までの区間＞

（14） 渋滞状況（②渋滞ワーストランキング）

27
出典：国土交通省 「平成28年 年間･ＧＷ期間の渋滞ランキング（平成29年３月29日公表）」

※ 実動労時間は、1,741時間/年（2014）（平成28年版厚生労働白書）として算出



（１）交通特性

・兵庫県関連の自動車交通は内々が９割。県外は県以東が１割と最も多い。

・近年の走行台キロは横ばいで推移。

（２）整備状況

・基幹道路の整備は進んできたが、依然としてミッシングリンクが存在。

・県庁からの移動圏域は、基幹道路の整備により拡大。平成22年には、県内

41市町全てが３時間圏域内。

・高速自動車国道のIC間距離が約12kmと近畿圏で最長であり、基幹道路の有効活用

が課題。

・平成62年には、供用後の年数が50年以上となる基幹道路が74％、大規模更
新・修繕に伴う通行規制等が与える社会的影響が懸念。

（３）利用状況

・県南部の東西方向の交通量が非常に多い路線があり、ピーク時の速度が
30km/h未満と低い。

・南北方向の交通量は概ね１万台/日未満で、ピーク時の速度は60km/h以上。

・大型車は、東西方向では基幹道路に集中している一方、基幹道路整備の遅れ
ている地域では、一般道路の混入率が高い。

（15） まとめ

28



３．基幹道路とは

資料３－３



資料３－３ 目 次

（１） 基幹道路の定義

（２） 基幹道路が担う役割

（３） 地域産業の活性化事例

（４） 交流拡大の事例

（５） 緊急輸送の確保の事例

1



（１） 基幹道路の定義

2

○基幹道路ネットワークは

社会経済・県民生活の基盤

○基幹道路の定義
県土の骨格を形成し、広域的な連携と交流を

支援する道路であり、本委員会においては、
「自動車専用道路など一定のアクセスコント
ロールがなされた走行性の高い道路」を対象と
する。



（２） 基幹道路が担う役割

3

地域産業の活性化
～産業・物流拠点の連携を強め、国際競争力を強化～

交流の拡大
～地域間連携や周遊性拡大により交流や観光を促進～

緊急輸送の確保
～大規模災害時の緊急輸送や地域の救急医療を支援～

役割１

役割２

役割３



（３） 地域産業の活性化事例

・道路供用に伴い、沿線で企業立地が進展（68件→174件：約2.5倍）。

・道路供用に伴い、港湾物流の輸出入量が増加（約2.3倍）。

4



（３） 地域産業の活性化事例

5

・道路供用に伴い、出荷エリアが拡大。出荷額が1.3倍に増加。

・道路供用に伴い、製品の安定供給が拡大。関係者の生産額増加。



（４） 交流拡大の事例

・道路供用に伴い、地域の観光産業が活性。

・道路供用に伴い、地域の観光客が２割増加。

6



（４） 交流拡大の事例

7

・道路供用に伴い、点在する小学校間での合同事業を開始。

・道路供用に伴い、県境を越えた図書館相互利用が実現。



（５） 緊急輸送の確保の事例

8

・道路供用により、迂回路機能を発揮。災害時のリダンダンシーを確保。



（５） 緊急輸送の確保の事例

・道路供用により、ドクターカーの運用開始。地域の救急医療を支援。

9



４．兵庫県の将来計画
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③ひょうご社会基盤整備基本計画
（平成26年３月）

②兵庫県地域創生戦略
（H28年３月）

①21世紀兵庫長期ビジョン
（平成23年12月）

（１） 兵庫県の将来計画

兵庫県の将来計画

1



（１） 兵庫県の将来計画

将来計画の展望年次と目的

展望年次 2040年

(平成52年)

展望年次 2060年

(平成72年)

ひょうご社会基盤整備基本計画
「21世紀兵庫長期ビジョン」に描いた兵庫の将来像の実現に向
け、県全体の社会基盤整備の基本方向を示し、真に必要な社会
基盤整備を戦略的に推進する。

兵庫県地域創生戦略
人口減少下にあっても、県内各地域が活力を持って自立し、県
民が将来への希望を持つことができるよう地域の元気づくりに
取組み、「元気で安全安心な兵庫」の実現を図る

21世紀兵庫長期ビジョン
県民主役・地域主導のもと、21世紀初頭の兵庫県のめざすべき
社会像とその実現方向を明らかにする。

2



兵庫の将来像（12の将来像）

将来像９ 災害に強い安全安心な基盤を整える

・社会基盤や地域共助のシステムの充実を通じて、災害や危機に強い安全安
心を育む兵庫

将来像10 地域の交流・持続を支える基盤を整える

・多様な主体が地域経営に参画し、地域を取り巻くさまざまな基盤が有効活
用されている兵庫

将来像11 個性を生かした地域の自立と地域間連携で元気を生み出す

・集落や都市の潜在力が引き出された個性的な自立地域が連携・交流し、活
力が満ちる兵庫

（１） 兵庫県の将来計画

21世紀兵庫長期ビジョン
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（１）人口規模
2060年においては、450万人の人口を目指す

（２）経済状況

450万人の人口規模を前提として、2050年代にお
いて県内総生産（GDP）成長率で1.5％～2.0％を
目指す。
また、県民総所得（GNI）に占める海外等からの
所得比率を高めていく。

（１） 兵庫県の将来計画

兵庫県地域創生戦略
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（１） 兵庫県の将来計画

2060年の兵庫の姿

１ 個性ある多様な地域の中で心豊かな暮らしが実現する兵庫

・圏域ごとの機能分散と連携による多極分散型の県土構造で活力が高まる

２ 医療、防災、多様な歴史・文化の蓄積、教育力等に支えられた世界

トップレベルの生活環境が確保されている安全安心の兵庫

・世界最高水準の防災基盤と防災意識で災害を抑える

３ 二地域居住など県内での交流が進み、国内外からの来訪者があふれ

る兵庫

・二地域居住の浸透や交流人口により農山村地域が持続する

・国内外を自由に往来する人と情報、もの、資金の創発・発信拠点になる

５ 世界経済をリードする基幹産業と地域に根ざした地域産業が県内全

域で展開される兵庫

・高成長が見込まれる海外諸国との連携で経済活力を呼び込む

兵庫県地域創生戦略
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「つなぐ」～次世代につなぐ社会基盤の形成

１ 広域交流や産業発展につなぐ
（１）基幹道路ネットワークの充実強化

県内外の広域的交流・連携を支え、県土の骨格と
なる高規格幹線道路や地域の交流・連携などを支
援する地域高規格道路などの基幹道路の整備を進
め、県内のミッシングリンクの解消を図る

（１） 兵庫県の将来計画

ひょうご社会基盤整備基本計画
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５．政策目標（案）

資料３－５



（１） 政策目標（案）

■地域の課題

①人口減少・高齢化の進展

②各地域の特性に応じた産業の活性化

③地域資源を生かした観光振興の実現

④大規模災害に対する着実な対策の推進

⑤迅速な救急医療の確保

■兵庫県の将来像

①21世紀兵庫長期ビジョン

②兵庫県地域創生戦略

③ひょうご社会基盤整備基本計画

■政策目標

■基幹道路をとりまく課題

①瀬戸内海沿岸部で発生している著しい渋滞

②地域間の連携を阻害するミッシングリンクの存在

③老朽化する施設の大規模更新・修繕やそれに伴う通行規

制等の影響

④厳しい財政制約下での基幹道路整備

①交流人口の拡大

②産業活性化

③観光振興

④災害への備え

⑤地域医療の充実
■地域の意見

①市町からのヒアリング

②道路利用者からのヒアリング



６．論点（案）
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論点１

（１） 論点（案）

基幹道路が担う役割

・これまで基幹道路は、①地域産業の活性化、②交流の拡大、③緊
急輸送の確保などの役割を担ってきたが、今後の基幹道路の担う
役割とは？

論点２

兵庫県の将来像を実現するための基幹道路のあり方

・人口減少、産業活性化、観光振興、安全安心の確保など様々な課
題を克服し、兵庫県の将来像を実現するための基幹道路のあり方
とは？

論点４
維持修繕・更新・新設に必要な財源を確保するための方策

・厳しい財政状況や維持修繕・更新費用の増大が予想される中、新設
も含め、必要な財源を安定的に確保するための方策とは？

論点３

既存の基幹道路を「賢く使う」ための方策

・「整備」の観点だけでなく、道路ネットワークの安定的な活用や道
路の機能の最大限発揮といった「利用」の観点も重要。既存の基
幹道路の有効活用（賢い使い方）の方策とは？

①概ね３０年後の基幹道路のあり方について

②基幹道路の計画・整備の留意事項について
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